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特定非営利活動法人チャレンジゆうAchiの概要

・平成16年４月発足 令和２年４月１日 NPO法人格取得

・会員 ４５５名（2.3.31現在）

・組織 理事３ 監事１ 運営委員１０ 指導者会４４ クラブマネージャー１

・事業 多様な文化・スポーツプログラムの実施／中学校体育館社会開放時間帯の委託管理／

中学校部活動後の活動を支援する「阿智中クラブ」講座

・事務局 阿智村中央公民館内

性別 年代 居住地

チャレンジゆうAchiの会員分析



「スポーツ庁 学校体育施設の有効活用に関する手引き(令和2年3月)より

スポーツ庁「学校体育施設の有効活用に関する手引き令和2年3月」 事例掲載

学校体育施設の社
会開放時間を委託
管理

併せて教室・講座等
のプログラムを展開

学校体育館建設時、
学校体育施設を社
会体育施設の場とし
ても活用できるよう
に設計

多目的トイレの設置
等、今も社会体育館
の整備が続いている



事業の目標と具体（10項目）

事業の目標
１ 事業推進委員会による検討

２ 先行事例研究

３ 村民意識調査

４ 中学生意識調査

５ 「阿智中クラブ」講座

６ 一般教室の支援

７ 指導者研修会

８ 体育館利用の申し合わせ

９ 中学校体育館の委託管理

10上記取組の考察と展望

短期的目標 ・総合型地域スポーツクラブ、学校・保護者、自治体
等関係者間の連携を強化し、クラブによる部活動の
支援体制を確立
・一般利用者による学校体育施設利用の利便性の
向上
・学校教育の学校体育施設管理等に係る業務負担
軽減

中期的目標 ・安全・安心の確保
・持続可能な仕組みづくり
・利用しやすい環境づくり

長期的目標 ・総合型地域スポーツクラブが担い手となり、学校体
育施設が地域スポーツの場としても有効活用される

持続可能な仕組みの検討と実証



１-1 事業推進委員会による検討 委員会

◼ 施設管理・プログラム提供の現状分析
◼ 先行事例研究

◼ 現状分析と先行事例研究から得られる示唆の整理
◼ 本年度実証事業の企画、具体的な実施方法の確認

◼ 学校体育施設の管理運営方法の課題把握
◼ プログラム提供（特に部活動との連携）方法の課
題把握

◼ 実証事業の実施

【1】学校開放施設を活用したスポーツプログラムの充実

（1）中学校部活動後の「阿智中クラブ」の新設
（2）学校体育施設を活用したスポーツ教室の改善・
拡充
（3）指導者・保護者の指導力向上

【2】中学校体育館の施設管理の質の向上

（1）施設管理手法の検証・改善
（2）用具補充等による競技環境の向上

学校体育施設を地域スポーツの場として
活用する持続可能な仕組みの検討

委員会①

学校体育施設を地域スポーツの場として
活動する仕組みの検証

◼ 施設の管理運営の改善策検討
◼ プログラム提供方法の改善策検討

小委員会
①

◼ 実証事業の進捗状況の中間把握、課題と改善方策の整理
◼ 事業成果の評価方法の確認

小委員会
②

◼ 事業成果の評価方法の検討
◼ 事業成果の評価に必要な情報の収集、課題の洗
い出し

◼ 事業成果の評価
◼ 次年度以降の事業スキームの在り方検討
◼ 中長期的な学校体育施設を核とした地域スポーツの将来像の検討

委員会②

事業成果の取りまとめ及び報告書作成

委員会① 8月18日（火） 参加者10名

・先行事例研究 ・村民アンケート

小委員会① 10月18日（火） 参加者12名

・委託管理検討 ・指導者研修会

小委員会② 12月１日（火） 参加者10名

・中学生アンケート ・阿智中クラブ検討

委員会② ２月18日（木） 予定

・アンケート結果 ・事業評価

推進委員会の様子



No 氏名 所属 ｸﾗﾌﾞ役職 事業での業務分担

1 園原 健志 村体協理事長 ｸﾗﾌﾞ理事長 総括、総務・広報部長

2 井原 毅 村スポ進委員長 ｸﾗﾌﾞ副理事長 統括補佐、指導・企画部長

3 岡庭 啓眞 村中央公民館長 ｸﾗﾌﾞ理事 総務・広報

4 井原 光子 ｸﾗﾌﾞ運営委員 同上

5 熊谷 美晴 村スポ進委員 同上 指導・企画

6 小池 隆代 同上 同上 同上

7 金田 智也 同上 同上 同上

8 渋谷 晃一 同上 同上 同上

9 熊谷 祐太 同上 同上 同上

10 原 典子 同上 同上 同上

11 高村 毅郎 同上 同上 同上

12 大坪 章男 ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ 同上 同上

13 原 勝人 ｸﾗﾌﾞﾏﾈｰｼﾞｬｰ 事務・会計・渉外

14 松永 敬子 龍谷大学教授 ― 事業推進ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ

15 大庭あかり 日本総合研究所研究員 ― 調査研究、報告書作成

16 上澤 浩 阿智中学校長 ― 中学校との連絡・調整

17 佐々木 悟 村教委社会教育係長 ― 村・村教委との連絡・調整

１-2 事業推進委員会による検討 組織

・教育委員会及び中学校との連携を
円滑に行うため、当該機関の長を
委員に依頼した。

・松永敬子氏（龍谷大学教授）に事業
推進アドバイザーに就任いただいた。
松永氏はスポーツマネジメントの専
門家

・再委託した日本総合研究所の大庭
あかり研究員に、調査研究・報告書
作成等の業務を依頼した。

トレーニングスペースがとれるギャラリー



２-1 先行事例研究

特定非営利活動法人ソシオ成岩スポーツクラブ

（愛知県半田市） 視察予定 コロナ禍中止 文献調査

社会体育機能をもつ中学校体育館の建設に

あたり、成岩中体育館を視察(H18)

放課後の小学生 プレースクール 等

会員 2,877名 設立 平成８年

茎崎地区文化・スポーツクラブ

（茨城県つくば市） ヒアリング調査

小さい学校でも新しい活動

つくばＦＣ トップチームの参画 プロが教える

部活動とは別に、月３回の活動を展開 等

会員 40名 設立 平成30年



２-2 先行事例研究

NPO法人ウェブスポーツクラブ21西国分

（福岡県久留米市） 文献調査

小学校体育支援、高齢者向け健康指導

月１回施設利用の調整会議を実施

コイン投入式ナイター照明 等

会員 455名 設立 平成17年

徳島ヴォルティス

（徳島県美馬市） 文献調査

健康セミナー、健康度測定会の開催

運動プログラムに加え、栄養補給等の見える化

大塚製薬指定薬局での健康相談



３-1 運動・スポーツに関する村民意識調査 実施概要と調査票の配布・回収方法

実施期間 2020年10月1日～10月30日

対象 阿智村の全世帯

回答数 285件

実施方法 配布：書面（組合回覧経由）
回収：以下2通りの回収を並行して実施。
①WEB
②書面（阿智村公民館にて回収）

実施手順

アンケート調査の設問内容や選択肢の案を協議・決定する。

①WEB上の回答ページ、回
答ページにアクセスするための
QRコードを作成する。

アンケートの告知資料（調査趣旨の説明、書面回答用の回
答用紙、QRコードを合わせたもの）を各世帯に配布する。

チラシを受け取った方に、①各自でQRコードを読み取っていただ
くか、②回答用紙に記入いただくか、どちらかの方法で回答いた
だく。

JRIにてアンケート結果を集計し、分析を行う。
※集計結果の生データは関係者に共有する。
※分析の形態は単純集計・クロス集計を想定する。

１

２

５

３

４

②書面回答用の回答用紙を
作成する。



最近1年間のスポーツの実施頻度（×年代別） 村民意識調査より 令和２年10月１日から31日 週１回以上スポーツを実施

20歳未満 n:168 88.7％

20歳以上 n:105 22.8％

今後、どのようにしたいか

20歳未満 現状維持 67.3％

20歳以上 増やしたい 63.8％

３-2 運動・スポーツに関する村民意識調査 スポーツ実施頻度を増やしたい（成人）

20歳未満の村民は、9割週１回

以上スポーツを行い、今後は現
状でよいと考えている。

20歳以上の村民は、スポーツ実

施頻度は低く、今後６割の人は
増やしたいと考えている。

今後のスポーツの実施頻度 村民意識調査より 令和２年10月１日から31日
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３-3 運動・スポーツに関する村民意識調査 子どもたちのスポーツ環境の整備や
コミュニティづくりに期待

今後の「チャレンジゆうAchi」に期待すること

中学校部活動後の活動を支援する講座運営、放課後こども教室への支援

・村民の健康増進 45.4％

・子どもたちのスポーツ 44.7％
環境の充実・放課後の
居場所づくり

・コミュニティづくり 41.8％



４-1 運動・スポーツに関する中学生意識調査 実施概要と調査票の配布・回収方法

実施期間 2020年12月1日～12月30日

対象 阿智中学校 全生徒

回答数 176件 回収率92.6%

実施方法

集計方法

配布：書面（阿智中学校より）
回収：書面（阿智村公民館にて回収）

JRIにてアンケート結果を集計し、分析を行う。
※集計結果の生データは関係者に共有する。
※分析の形態は単純集計・クロス集計を想定する。



４-2 運動・スポーツに関する中学生意識調査 ８割の生徒が「阿智中クラブ」に参加

今後部活動、阿智中クラブ、体育の授業以外でやってみたいスポーツはなにですか

部活動や阿智中クラブに参加していますか(n:176)

・８割の生徒が阿智中クラブに参加

・３割の生徒は、部活動の種目を本格的に取り組みたい
７割の生徒は、家族や友人・個人で自由に様々な運動や
スポーツにも取り組みたいと考えている

設置講座 野球、サッカー、
ソフトテニス、女子バレーボール、
卓球、柔道、吹奏楽



４-3 運動・スポーツに関する中学生意識調査 「阿智中クラブ」楽しい、上達した

阿智中クラブの活動は楽しいか

・７割の生徒が活動を「楽しい」「どちらかと
いえば楽しい」と感じている

阿智中クラブの活動で上達したか

・８割の生徒が活動を通じて、競技や演奏等が
「上達した」「どちらかといえば上達した」と感じている



４-4 運動・スポーツに関する中学生意識調査 「阿智中クラブ」の
活動の頻度、満足度

７割の生徒は、阿智中クラブの活動の頻度
を「ちょうどよい」と感じている
１割余の生徒は、活動の頻度が「多い」「少
ない」と感じている

阿智中クラブの活動の頻度はどうか 阿智中クラブの活動に満足しているか

７割の生徒は、阿智中クラブの活動に「満
足している」「どちらかといえば満足してい
る」と回答
一方、２割余の生徒は「どちらともいえな
い」と態度を保留



チャレンジゆうAchiが示した受入10項目

①希望するクラブは、講座として位置づける。

②「阿智中クラブ」の名称を継続して使用する。

③保護者会が講座の運営主体として活動の推進役となる。

④保険の範囲内で賠償責任を負い、諸規定に従い、自己責任で活動する。

⑤教育活動と関連が強いことから、部活動に加入する生徒を原則とする。

⑥指導者は地域の指導者とする。保護者会が自ら指導にあたることも可。

⑦活動時は、指導者の他、保護者会が「世話役」を置く。

⑧受講料を集め、指導者に１回2,000円、世話役に１回500円を支払う。

⑨指導力向上、安全対応向上のため、研修会を実施する。

⑩大会等への参加に向けて、中学校部活動と連携していく。

５-1 「阿智中クラブ」講座

講座開設までの経緯と受入10項目

阿智中クラブ開設までの経緯と今後の運営方針



令和２年度 阿智中クラブ 活動実績 4月～12月

５-2 「阿智中クラブ」講座 活動実績
村教委、中学校、チャレンジゆうAchi 三者調印

女バレ テニス サッカー 野球 卓球 柔道 吹奏楽

４月 5 0 0 0 0 0 0 5

５月 0 0 0 0 0 0 0 0

６月 12 0 4 0 8 0 4 28

７月 12 0 7 0 6 11 8 44

８月 18 2 2 0 4 5 7 38

９月 16 2 6 8 7 8 8 55

１０月 12 4 7 10 7 9 8 57

１１月 13 4 4 12 4 9 8 54

１２月 15 4 8 9 10 9 6 61

103 16 38 39 46 51 49 342

・延べ ３４２回の活動 平均月7.6回

・４月８日～５月31日 コロナ禍 活動停止

・テニスは７月、野球は８月から講座参加



① バレーボール 10月３日（土） 9:00～12:00 岐阜県立益田清風高校体育館

講師 岐阜県立益田清風高校女子バレーボール監督 熊崎 雅文 氏

② 野球 10月18日（日）13:00～16:00 阿智中学校グランド

講師 伊那市ルビコン株式会社野球部監督 原 和寿 氏

③ 柔道 11月３日（火）10:00～16:00 阿智中学校体育館

講師 塩尻市「誠心館道場」代表 村山 洸介 氏 、日本生命 カナダ代表 出口 クリスタ 氏

５-3 「阿智中クラブ」講座 トップアスリート講習会 ３/７クラブが実施



放課後学習の様子

５-4 「阿智中クラブ」講座 放課後の学習支援と物品支援（６/７クラブが希望）

放課後、クラブ開始までの学習支援

・学習場所として社会開放室を開放

・学習用机、イスの準備

クラブ強化のための物品支援（例）

・ソフトテニス ネットロープ（破損交換）

・卓球 ボール拾い用の網

・柔道 膝掛け毛布、電気ストーブ

・女バレ 試合用ソックス 等

卓球 球拾い用網



中学校体育館で実施している教室・講座

① イベント 会員・一般
ランニング講習会

② スポーツ教室 会員 通年
エンジョイ体ほぐし運動
基礎トレーニング
陸上
ソフトJrテニス
空手
太極拳・八極拳

③ スポーツ講座 会員 ８回
楽しいピンポン
バドミントン
ウインターバスケット

④ 阿智中クラブ 会員 ７講座

６ 一般教室の支援 意識調査から見えてきたことを具現化する

トレーニングルームの整備・充実

・成人のニーズに応える
・パラスポーツを支援する



項目 概要

開催日時 ９月７日（月） 午後７時３０分～９時００分

開催場所 阿智中学校 体育館

対象 42名（大人8名､児童･生徒34名）

内容 各競技の基本となる動きや走り方、関節の可動域を広げ
るためのストレッチを兼ねたトレーニング等の講習、器具
を使ったトレーニング、高校生の見本の見学

講師 大坪 章男氏（飯田市）日本陸連トレーナー部Ａ級
トレーナー
指導補助（実技指導）高校生２名

７-1 指導者研修会 各競技の基本となる動き・走り方を学ぶ

ランニング講習会の開催概要

速く走る 股関節の可動域を広げる



コロナ禍の救命講習会の開催概要

７-2 指導者研修会 今必要なことを企画し全員で共有する

項目 概要

開 催 日
時

10月29日（木） 午後７時００分～８時００分

開 催 場
所

阿智中学校 格技室

対象 ２４名
チャレンジゆうAchi９名、体育協会８名、一般１名、ス
ポーツ推進委員２名、教育委員会４名

内容 コロナ禍の救命救急の留意点の確認、心臓マッサー
ジ（胸骨圧迫）の実習、AEDの操作方法の実習。

講師 南信州広域連合飯田広域消防 伊賀良消防署山本
分署第１係係長
消防指令補 矢澤 靖弘 氏

布等で顔を覆い、心臓マッサージのみを行う



７-3 指導者研修会 「そんなに頑張らなくても大丈夫なんだ」

項目 概要

開催日時 令和２年11月17日（火） 19時00分～20時0
0分

開催場所 阿智中央公民館ホール

対象 27名
チャレンジゆうAchi・体育協会 指導者・保

護者、中学校職員、近隣町村栄養士、一般、
村教育委員会

内容 スポーツ栄養学講演会～親子で学ぶス
ポーツ栄養～

講師 大阪体育大学体育学部学部長・教授 岡村
浩嗣先生

スポーツ栄養学講演会の開催概要 朝食は、食パン３枚とグレープフルーツ
ジュースでバッチリ



８-1 体育館利用の申し合わせ

実情に合わせて、「申し合わせ」を見直し

阿智中学校体育館（学校体育施設開放）使用の申し合わせ

「中学校体育館使用の申し合わせ」見直し

・２年８月27日 「体育館管理」を明文化

・２年12月３日 多目的トイレ・倉庫使用規定追加

・利用時間 平日の17:30～21:00 休日は学校と協議

・チャレンジゆうAchi一括登録（トレーニング個人登録を含む）

・体育館への入退館は、社会体育館入口を使用

・利用者は、氏名・所属・入退館時間を記入

・利用者は、学校校舎には原則入らない

・入口横の多目的トイレは、社会体育時に開錠して使用

・使用後は清掃、用具の整頓 等

・体育館は村教委の委託を受けて、チャレンジゆうAchiが管理



体育館利用者会議の開催

８月27日（木） 18:30～19:30

中学校体育館 阿智中クラブ等

９月24日（木） 20:00～21:00

役場第二応接室 阿智中クラブ以外

12月1日(火) 推進小委員会

「管理日誌・入退館管理簿」

「利用申し合わせ」 等の検討

８-2 体育館利用の申し合わせ コロナ禍、２回に分けて利用者会議を開催



９-1 中学校体育館の委託管理 中学校管理当番の具体

・委託 阿智村教育委員会

・賃金 時給800円

・時間 17:30～21:00

・体制 前半17:30～19:30     ２人

当クラブが管理人を雇用

後半19:30～21:00 １３人

理事・運営委員等が交代

・内容 「体育館申し合わせ」による

・実働日 前半180日、後半225日
(2019年度実績)



９-2 中学校体育館の委託管理 安全・安心、利用のしやすさを視点に見回り

①中学校体育館(学校体育施設)委託管理者研修会

期 日 令和２年９月24日（木） 19:00～20:00
場 所 役場第二応接室 Webによる
参加者 10名
演 題 学校体育施設の管理のあり方(緊急時対応

を含む)」
講 師 NPO法人高津総合型スポーツクラブSELF

副理事長 菊池 正 氏（神奈川県）

②委託管理者会による業務の見直し検討

期 日 令和２年11月17日（火） 20:00～20:30
場 所 中央公民館ホール
参加者 5名
内 容 管理規定・日誌等の見直し

施設の巡回の視点等、あり方を検討

NPO法人高津総合型スポーツクラブSELF 見回りの観点



９-3 中学校体育館の委託管理 利用者は管理人の仕事を概ね評価

阿智中学校体育館を利用したの感想

７割の利用者が「施設・備品の管理が行き届いている」 「管理人が受付や見回りを行って
いるため安心」と感じている。

新設された多目的トイレ



１０-1 考察と展望 来年度の活動の重点

意識調査や本年度の
実践から、教室や講
座等のプログラムや
「阿智中クラブ」の活
動については、一定
の評価を得ていること
が分かった。

先行事例研究から得
た取組は、「放課後こ
ども教室」への参画の
参考になった。



１０-2 考察と展望 町村部における総合型地域スポーツクラブのあり方

都市部 町村部

共通点

相違点

• 総合型地域スポーツクラブ（以下、総合型クラブ）は、住民のスポーツ実施・健康づくり・居場所づくり等の促進、ソーシャルキャピ
タルの醸成など、地域において様々な役割を担っている。

• 同時に、総合型クラブ自身の安定的な活動基盤を確立する（財政的自立やガバナンスの確保等、運営の質を高める）ことが
求められている。

• 人口密度が高い、スポーツ施設が充実している等、総合型
クラブの活動を事業として成立させやすい条件が整っている。

• 他方、民間フィットネスクラブ等類似するサービスを提供する
主体も多い。

• 自治体の財源や人材は相対的に潤沢である。

• 人口密度が低い、スポーツ施設の数が少ない等、総合型ク
ラブの活動を事業として成立させるのは困難である。他方、
地域活動が盛んであるなど、活動基盤を安定化する上では
プラスに働く要因もある。

• 民間フィットネスクラブ等、類似するサービスを提供する主体
が少なく、相対的に総合型クラブに期待される役割が大きい。

• 自治体の財源や人材は相対的に制約されている。

町村部の総合型地域スポーツクラブは、より主体的に地域づくりに取り組み、行政を補完す
る役割を担うことがわかった。（例）行政に提案・協働して、成人のスポーツ実施率を高める



１０-3 考察と展望 意識調査を手掛かりに、コミュニティづくりを推進

意識調査では、「今後どの
ようなスポーツをやってみた
いですか」の問いに、「バド
ミントン」と答えた人が３割
いた。

例えば、実施希望の多いバ
ドミントン大会を企画する等、
アンケート結果を手掛かり
に、学校体育施設をコミュニ
ティの中心の1つになるよう
に取り組む。

今後どのようなスポーツをやってみたいですか



１０-4 考察と展望 中長期的な将来像のイメージ
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